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Ⅰ. 研究背景と目的 
 

 義務教育段階を卒業した後の発達障害を含む包括的な支援を必要とする人々の増加は、高

等学校、高等教育機関、職場等で様々な課題となっている(韓・沼館・呉屋ら、2018)。小中

学校において、このような児童生徒の実態を把握し、支援を行うためのツールとして

IN-Child Record が既に開発されているが(韓・太田・權, 2016)、義務教育段階を卒業した後

にそれぞれの進路に進んだ人々を対象として実態を把握し、継続的支援を行うためのツール

は見当たらなかった(韓・沼館・呉屋ら, 2018)。そこで韓・沼館・呉屋ら(2018)は高校生以上

を対象とした新たなツールとして、「切れ目のないキャリア教育のための評価尺度」(Scale for 

Coordinate Contiguous Career；Scale C³)を開発した。これは「パーソナリティ」と「キャ

リア」の大きな 2 領域に分けられ、「パーソナリティ」領域には、「姿勢・運動・動作」、「メ

ンタルヘルス」、「不注意」、「多動性・衝動性」、「こだわり」、「自己肯定感」の下位領域を持

つ。「キャリア」領域には、「人間関係形成能力」、「自己理解・自己管理能力」、「課題対応基

礎能力」、「キャリアプランニング能力」の下位領域を持つ。さらに各領域について、「人間関

係形成能力」には「多様性の理解」、「コミュニケーション・スキル」、「ソーシャル・スキル」、

「自己理解・自己管理能力」には「自己の役割の理解」、「自己の動機付け」、「ストレス耐性」、

「課題対応基礎能力」には「情報取得」、「情報表出」、「情報処理」、「キャリアプランニング

能力」には「意思決定」、「将来設計」の下位領域を持つ。全ての下位領域に含まれる項目の

合計は 100 項目となる。IN-Child Record と同様に、評価は「1＝非常にあてはまる」、「2＝
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少しあてはまる」、「3＝どちらでもない」、「4＝ほとんどあてはまらない」、「5＝まったくあ

てはまらない」の 5 件法で行われる。点数は下位領域ごとに合計され、領域点数が低いほど

その下位領域に対するニーズが高いという評価になる(韓・沼館・呉屋ら、2018)。しかし、

Scale C³は信頼性・妥当性が検証されていない試案の段階のツールであり(韓・沼館・呉屋ら、

2018)、Scale C³の各領域と項目に対する多分野の専門家や、現場の専門職員に対して、内容

的妥当性を検証することが必要である(韓・沼館・呉屋ら, 2018)。よって、本研究では韓・沼

館・呉屋ら(2018)によって開発された Scale C³の内容的妥当性の検証を行い、最終的な試案

を完成させることを目的とする。 
 
 

Ⅱ. 方法 
 

1．内容的妥当性の検証 

 開発された尺度の試案に対する内容的妥当性の検証のために、Scale C3の評価者として想

定される専門家に対して質問紙を用いたアンケートを実施する。調査対象者は、高等学校の

教員、高等教育機関における障害学生支援担当者、一般企業における社員および産業医とし

た。アンケートでは、Scale C3の各領域・各項目の内容及び構成が妥当であるかを 4 件法で

尋ねた。調査期間は 2018 年の 1～2 月とした。 

 

1) 高等学校での内容的妥当性の検証 
 2018 年 1 月に、現場の教員 25 名に対して Scale C³の説明を行い、その上で Scale C3の各

領域・各項目が妥当であるか質問紙を用いて尋ねた。質問紙について、回答は「きわめて妥

当である」、「妥当である」、「妥当でない」、「きわめて妥当でない」の 4 件法で求めた。 
 

2) 高等教育機関での内容的妥当性の検証 
2018 年 2 月に、大学の障害学生支援室の職員 6 名に対して質問紙を郵送し、Scale C³の各

領域・各項目が妥当であるか尋ねた。質問紙について、回答は「きわめて妥当である」、「妥

当である」、「妥当でない」、「きわめて妥当でない」の 4 件法で求めた。 
 

3) 企業での内容的妥当性の検証 

2018 年 2 月に、企業に勤める 3 名と産業医 1 名に対して質問紙を郵送し、Scale C³の各領

域・各項目が妥当であるか尋ねた。質問紙について、回答は「きわめて妥当である」、「妥当

である」、「妥当でない」、「きわめて妥当でない」の 4 件法で求めた。 

 

2．専門家協議による項目の修正 

 内容的妥当性の検証結果をもとに、特別支援教育の研究者の協議をもとに Scale C³の各項

目の修正を行う。 
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Ⅲ. 結果 
 

1．高等学校での内容的妥当性の検証  
 高等学校での質問紙の回収率は 96.0％(25名中 24名)であり、このうち有効回答率は 62.5％
(24 名中 15 名)であった。高等学校における回答者の属性を表 1 に示す。 
 

表 1 回答者の基本属性(高等学校) 

 
 
 
2．高等教育機関での内容的妥当性の検証  
 高等教育機関での質問紙の回収率は 100％(6名中 6名)であり、全てが有効な回答であった。

高等教育機関における回答者の属性を表 2 に示す。 
 

表 2 回答者の基本属性(高等教育機関) 
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3．企業での内容的妥当性の検証  
 企業での質問紙の回収率は 100％(4 名中 4 名)であり、全てが有効な回答であった。企業に

おける回答者の属性を表 3 に示す。 
 

表 3 回答者の基本属性(企業) 

 
 
 
1) 領域別の結果 
 全ての領域で「妥当である」または「きわめて妥当である」との回答が得られ、内容的妥

当性が検証された。意見等は表 4 の通りであった。 
 

表 4 領域別の意見等 
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2) 項目別の結果 
 全 100 項目中、92 項目で 90％以上から「妥当である」または「きわめて妥当である」と

の回答が得られ、内容的妥当性が検証された。「妥当である」または「きわめて妥当である」

の回答が 80％を超えていなかった項目については、表 5 の通りであった。また、各項目につ

いての意見等は表 6-1、表 6-2 の通りであった。 
 
表 5 「妥当である」と「きわめて妥当である」の回答が 80％を超えていなかった項目 
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表 6-1 各項目に対する意見 
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表 6-2 各項目に対する意見 

 
 

 

4．全体に対する意見等 

 高等学校、大学の障害学生支援室、企業から寄せられた Scale C³全体に関する意見等に関

しては、表 7 の通りであった。 
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表 7 Scale C³全体に関する意見等

 

 

5．専門家協議による項目の修正 

 高等学校、大学の障害学生支援室、企業での内容的妥当性の検証を通して得られた意見等

を参考に、専門家協議をもとに Scale C³の各項目の表現や内容の修正が行われ(表 8)、最終

的な Scale C³の試案を作成した(図 1)。 

Scale C³(最終試案)は「パーソナリティ」と「キャリア」の大きな 2 領域に分けられ、「パ

ーソナリティ」領域には、「心と体の健康」、「不注意」、「多動性・衝動性」、「こだわり」、「自

己肯定感」の下位領域を持つ。「心と体の健康」とは、個人の環境内で機能する能力に寄与す

る生物学的・心理学的又は社会的要因も含む心と体の状態(Manwell LA et al., 2015 の定義を

再構成)のことである。これは心と体は相互依存的関係であるという「心身相関」の考え方を

もとに設定した(太田・沼館・金ら, 2017)。この領域は内容的妥当性が得られなかった「姿勢・

運動・動作」と「メンタルヘルス」に替わり新たに設定した。「キャリア」領域には、「人間

関係形成能力」、「自己理解・自己管理能力」、「課題対応基礎能力」、「キャリアプランニング

能力」の下位領域を持つ。さらに各領域について、「人間関係形成能力」には「多様性の理解」、

「コミュニケーション・スキル」、「ソーシャル・スキル」、「自己理解・自己管理能力」には

「自己の役割の理解」、「自己の動機付け」、「ストレス耐性」、「課題対応基礎能力」には「情

報取得」、「情報表出」、「情報処理」、「キャリアプランニング能力」には「意思決定」、「将来

設計」の下位領域を持つ。 
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表 8 Scale C³の内容及び言葉の表記に関する専門家協議結果 

 
 

 
Ⅳ 考察 

 

本研究では高等学校、高等教育機関、企業において Scale C³の内容的妥当性を検証した。

その結果、各領域においては、全ての領域において 80％以上の回答者が「妥当である」また

は「きわめて妥当である」との回答が得られ、内容的妥当性が検証された。また各領域にお

ける項目においては、全 100 項目中、92 項目で 80％以上の回答者から「妥当である」また

は「きわめて妥当である」との回答が得られ、内容的妥当性が検証された。「妥当である」ま

たは「きわめて妥当である」との回答が 80％以上を超えなかった質問項目について、「妥当

でない」または「きわめて妥当でない」と回答したものは、Q2 が 40.0％、Q3 が 44.0％、

Q4 が 40.0％、Q5 が 32.0％、Q7 が 32.0％、Q8 が 24.0％、Q18 が 36.0％、Q19 が 36.0％

であった。Q1 から Q10 に関しては「姿勢・運動・動作」領域の下位項目となっているが、

「高校生以上を対象とした時に観察することが難しい」「項目の意図がよく分からない」とい

った意見が目立った。このことから、姿勢・運動・動作に関する項目は高校生以上を対象と

した場合に観察・評価することが難しく、また必要性が低いことが明らかとなった。CiNii

や J-STAGE、Google scholar の検索エンジンで成人の発達性運動協調障害に関する論文を検
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索したがそのような論文が見つからなかったことから、高校生以上を対象とした場合に「姿

勢・運動・動作」の領域を設定することは対象者の実態を把握するために適切ではないこと

が考えられる。以上のことから、「姿勢・運動・動作」領域と「メンタルヘルス」領域の内容

的妥当性が検証されていない項目を削除し、新たに「心と体の健康」領域としてこれらの 2

つの領域の項目を統合した。これは、心と身体は相互依存的関係であるという「心身相関」

の考え方をもとに設定した(太田・沼館・金ら、2017)。更に、専門家協議により各項目の表

現や内容を調整し、評価者が正確に評価できるよう項目の修正を行った。これにより、Scale 

C³の最終試案について、全ての下位領域に含まれる項目は合計 92 項目、総合点数は 460 点

となった。 

今後は、専門家の主観に委ねられており科学性に欠けることが欠点とされている(村上、

2006)内容的妥当性の検証だけではなく、科学的な信頼性、構成概念妥当性の検証をし、更に

領域、項目の精査を行うことが必要であると考えられる。 
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ABSTRACT 

Han, Numadate & Goya (2018) has developed Scale for Coordinate Contiguous Career 

(Scale C3) for the evaluation and support for adolescents and adults after compulsory 

education. In this research, we aim to verify the content validity of Scale C3. In order to 

verify the content validity, a questionnaire survey was conducted for high school, 

university and company career education personnel. As a result of expert survey, all 

experts responded that Scale C3 area is valid. And regarding the item of Scale C3, 90% of 

experts responded that 92 items out of 100 items are valid. Based on the results of this 

survey, eight items that 80% of experts did not respond that they are valid were excluded 

from Scale C3. The final draft of Scale C3 was composed of 92 items in 16 areas. As future 

research, it is necessary to collect data using the draft prepared in this research to verify 

the reliability and the validity of the composition concept. 
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career education，Inclusive Needs Child(IN-Child)，Scale C3, content validity,  

expert survey 
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